
店名 勤務地 勤務時間 店名 勤務地 勤務時間

ピアゴ碧南 碧南市天王町 7：00～10：00

アオキスーパー千代ヶ丘 千種区千代ヶ丘 19：30～21：30

アピタ鳴海 緑区鳴海町 20：00～22：00 アオキスーパー長久手 長久手市東狭間 10：00～17：00

ピアゴ武豊 知多郡武豊町 6：45～9：00 ベイシア関 岐阜県関市 19：00～22：00

ピアゴ黒笹 みよし市黒笹いずみ 7：00～10：00 ベイシア常滑インター 常滑市飛香台 15：30～19：00

あかのれん内田橋 南区明治 7：00～11：00

天空海遊の宿「末広」 蒲郡市西浦町 9：30～14：00

BPジャパン 名古屋市港区 9：00～11：30

フィールズ 中川区山王 9：30～15：00

エアポートウォーク名古屋 西春日井郡豊山町
7：15～10：00
7：15～12：00
17：00～21：00

アピタ刈谷 刈谷市南桜町
7：15～10：00
17：00～21：00

ラフーズコア三河安城 安城市三河安城南町
7：00～10：00
13:00～17：00



✿✿✿定年退職お祝い申し上げます✿✿✿

多田さん（シニア事業所マネージャー兼メンテナンス担当）が
１１月１０日付けで定年退職される事になり、シフト上
スタッフ全員揃う事は出来ませんでしたが、
お昼の巡回スタッフでお別れ会を開きました。

エアポートウォーク名古屋店は、２００８年１０月にオープン。
８年という月日の中で色々な事があり、多田さんにはいつも助けて頂きました。感謝してもしきれません！
『長年に渡りご指導頂き、ありがとうございました！今後のご健康とご活躍をお祈り申し上げます！』

“エアポートウォーク名古屋店、設備に関し

ての全てを取り仕切り、弊社を始め、お店
の支配人様の他、従業員の方々から絶大
な信頼を受けていました。

又お店全体の雰囲気をいつも明るく楽しく
してくださった方です！"

✩コンセプト✩

“不潔になりがちなゴミカートを
見た目だけでも明るく演出したい“

✩ 特 徴 ✩

①騒音を抑えた大型の静音キャスター
②立ったまま操作出来る足元ブレーキ
③狭い場所でも小回りが利き女性スタッフ
でも、スムーズに移動できる

営業１課 藤原 (。◕‿◕。)

ひまわり号に引き続き、ゴミ回収カートの

が活動を開始しました(o^^o)♪



１１月３０日、東京の西日暮里にあるビルメンテナンス会館で行われたポンプの基礎知識講習会に
参加しました。

この講習会では、みなさんのもとへ安心して飲むことのできる水を確実に供給するための正しい給
水設備の点検方法や異常時の対処方法、用途別のポンプの種類などを学びました。
給水設備は、みなさんが安心して生活するために必要不可欠なライフラインです。
そのライフラインを維持するための大切な仕事を任されていると実感した１日でした。

皆様のお知り合いのなかで、介護施設・クリニック・幼稚園・保育園などの公共
施設の清掃でお困りの方がいましたら、ぜひ紹介してください！
紹介していただいた方には謝礼を進呈いたします。
みなさまからのご紹介お待ちしております！！！

※謝礼の進呈は在職者のみに限ります

講習会の様子

営業３課 榎木
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緑区大好き２４万人プロジェクト実行委員会を立ち上げ今年で５年、昨年から会長に祭り上げられ楽
しんでいます。

緑区内外の１５０ほどの個人・団体・企業の協賛をもとにイベントを企画運営し、毎年７月最終金曜
日・土曜日の２日間、地下鉄徳重駅隣接のヒルズウォーク徳重ガーデンズ（緑区鳴海町字徳重１８-
４４）屋上にて夏まつりを開催しています。

実行委員会は、緑区に関わる若手企業を中心とした活気あふれるメンバーで構成され、イベント当
日は、高校生・大学生ボランティア、緑区内にある児童養護施設３校、緑区ＰＲ隊の「チームみどりっ
ち」にもお手伝いを頂き、ビール・ジュース・焼き鳥・かき氷に加え子供たちにも楽しんでもらうために
スーパーボール・ヨーヨー風船すくいなど行っています。

勿論、地域の飲食店にも多数出店頂いており、新しい夏まつり、音楽ライブ＆ビアガーデンとして暑
い夏を大いに満喫出来る緑区最大のイベントとして成長したと自負しています。

多くの協賛を頂き、実行委員会が自らブース運営を行っているので収益金も生まれます。実行委員
会での飲食は、イベントの収益金を使わず会費制なので、初年度、２年目と収益金が溜まり、使途
に苦慮していました。

その中で、地域に愛されイベントが成り立っているという原点に返り、収益金を地域に還元しようと
声が上がり、２年前に徳重コミュニティセンターに防災用倉庫とテント５張り、昨年は黒石小学校通
学路へ防犯カメラ、今年はイベント会場に隣接しているユメリア徳重内にある図書館へ児童図書を
５６０冊寄贈しました。

緑区は人口が増えており、特に児童図書の貸し出し率が市内で一番、市より緊縮財政の中、新しい
本が中々思うように購入できないとの話を聞き、寄贈することにいたしました。

１１月の終わりに贈呈式を行い名古屋市長からは、会へ感謝状を頂きました。
市は、９月から始めた「なごやほんでキフ倶楽部」を普及させる広報も兼ね、当日、中日新聞・中京
テレビの取材を受けました。

贈書と感謝状


